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◆本件のポイント！

島根大学の学生が文献資料等をもとに調べた大社基地の歴史、戦時下の周辺地域の様子を展示

パネルで解説します。

◆本件の概要

島根大学附属図書館では、企画展「文献資料から分かる大社基地～未来に繋ぐ記録と記憶～」を

開催します。

旧海軍大社基地遺跡群は、昭和 20（1945）年 3月頃から 6月にかけて急遽建設された、島根

県最大規模の戦争遺跡です。米子の美保海軍航空基地予科練習生や、鰐淵鉱山の労働者、周辺の

住民や学童など数千名の動員による突貫工事で作られました。当時最新鋭の攻撃機であった「銀

河」が配備され、敗戦時には、西日本最大規模の軍事拠点となっていました。 

今回の展示では、法文学部社会文化学科現代史学研究室の学生が大社基地に関する文献調査

等を行った成果として、出雲弥生の森博物館で開催された企画展（7/17～9/20）のためにまと

めた展示パネルを中心に、附属図書館所蔵の関係資料もあわせて紹介します。 

◆概要内容

企画展「文献資料から分かる大社基地～未来に繋ぐ記録と記憶～」

【期  間】令和 3年 10月 1日（金） ～ 10月 31日（日） 

【時  間】 平日…8：30～21：30  土日祝日…10：00～17：30 

【会  場】 島根大学附属図書館本館 1階展示室《地域コミュニティラボ》 

  〒690-8504 松江市西川津町 1060 

【主  催】島根大学法文学部社会文化学科現代史学研究室、島根大学附属図書館 

◆本件の連絡先

島根大学企画部図書情報課（附属図書館） 

【電話】0852-32-6087   【FAX】0852-32-2781 

【Mail】sabisu[at]lib.shimane-u.ac.jp ※[at]は＠に置き換えてください。 

〒690-8504 島根県松江市西川津町 1060 

 

【添付資料：  ■あり（  1 枚） □なし 】
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文献資料から分かる大社基地
～未来に繋ぐ記録と記憶～

会期
令和3（2021）年10月1日（金）～10月31日(日)
平日 8:30～21：30 土日祝日 10：00～17：30

会場
島根大学附属図書館本館1階展示室（地域コミュニティラボ）
〒690-8504 松江市西川津町1060
※自家用車でお越しの際は、守衛室にて手続きをお願いします。

主催
島根大学法文学部社会文化学科現代史学研究室、島根大学附属図書館

お問い合わせ
島根大学附属図書館（企画部図書情報課）情報サービスグループ
TEL : 0852-32-6087 メール：sabisu[at]lib.shimane-u.ac.jp

旧海軍大社基地遺跡群は、昭和20（1945）年3月頃から6月にかけて急遽建設された、
島根県最大規模の戦争遺跡です。米子の美保海軍航空基地予科練習生や、鰐淵鉱山の
労働者、周辺の住民や学童など数千名の動員による突貫工事で作られました。当時最
新鋭の攻撃機であった「銀河」が配備され、敗戦時には、西日本最大規模の軍事拠点
となっていました。

今回の展示では、法文学部社会文化学科現代史学研究室の学生が大社基地に関する文
献調査等を行った成果として、出雲弥生の森博物館で開催された企画展（7/17～
9/20）のためにまとめた展示パネルを中心に、附属図書館所蔵の関係資料もあわせて
紹介します。
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